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令和７年度 第１２回 倫理委員会議事概要 

 
開催日時 令和８年３月１１日（水）１６：３０～１７：３０ 

出 席 者 野口診療管理部長・宇津腫瘍内科部長・伊藤第二消化器外科部長・君和田薬剤部長・稲葉看護副部

長・遠藤第二検体検査課長・多田事務副部長・伊藤総務課長・飯塚外部委員・中村外部委員・小林

外部委員 

 
1．【1018-01】実臨床におけるアミロイドβ病理検査陰性患者の追跡研究 

脳神経内科 古川 彰吾 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果 

承認 

 
2．【中央一括審査：1019-01】妊婦健診の受診を妨げる要因に関する質的研究(女性の妊娠・出産経験に関する

質的研究） 

産婦人科 小幡 新太郎 

（説明者：山田 聖菜医師） 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果 

利益相反状況について承認、研究内容について問題なし 

 
3．【1017-01】T 細胞性急性リンパ性白血病に対する臨床試験 JPLSG-ALL-T19 において収集された JALSG

症例試料を対象としたゲノム解析研究（JALSG ALL-T19-GWS） 

院長 青墳 信之 

（説明者：宇津 欣和医師） 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果（ただし、宇津委員は研究者等であるため、審議／確認の間退席した。） 

承認 

 
4．【特定：689-11】小児・AYA・成人に発症した B 前駆細胞性急性リンパ性白血病に対する 多剤併用化学療

法の多施設共同第 III 相臨床試験： ALL-B19 

小児科 野口 靖 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果（ただし、野口委員長、宇津委員は研究者等であるため、審議／確認の間退席した。） 

問題なし。 

 
5．報告課題【特定：688】小児、AYA 世代および成人 T 細胞性急性リンパ性白血病に対する多施設共同後

期第 II 相臨床試験（JPLSG-ALL-T19） 

小児科 野口 靖 

⇒4 件の他施設からの疾病等報告について報告された。 
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6．報告課題【特定：689】小児・AYA・成人に発症した B 前駆細胞性急性リンパ性白血病に対する多剤併用

化学療法の多施設共同第 III 相臨床試験（JPLSG-ALL-B19） 

小児科 野口 靖 

⇒2 件の他施設からの疾病等報告について報告された。 

 
7．【特定：979-02】初回治療不応の若年成人難治性急性骨髄性白血病に対するベネトクラクス/アザシチジン

併用療法の標準化学療法に対する優越性を検証する第 III 相試験 

院長 青墳 信之 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果（ただし、野口委員長、宇津委員は研究者等であるため、審議／確認の間退席した。） 

問題なし。 

 
8．【656-03】内視鏡外科手術の多施設データベース構築 

泌尿器科 細木 茂 

内容は審査／確認依頼書のとおり。 

結果 

承認 

 
9．【特定：936-05】マラリアに対する静脈注射用アーテスネート製剤の薬効・安全性評価研究 

 
感染症科 馳 亮太 

内容は利益相反審査依頼書のとおり。 

結果 

承認 

 
10．報告課題【特定：476-11】第 1・第 2 寛解期小児急性骨髄性白血病を対象としたフルダラビン・シタラ

ビン・メルファラン・低線量全身照射による前処置を用いた同種移植の安全性・有効性について

の臨床試験（AML-SCT15） 

小児科 野口 靖 

⇒2026 年 2 月 20 日に迅速審査が行われ、承認／確認された。 

 
11．報告課題【研究協力機関：755-15】感染症臨床研究ネットワーク事業ナショナル・リポジトリの構築

【Infectious disease Clinical Research netwOrk With National repository】 

感染症科 馳 亮太 

⇒2026 年 2 月 20 日に迅速審査が行われ、確認された。 

 
12． 定期報告書・終了（中止・中断）報告書 
 

⇒今回の報告期間に、定期報告書が 4 件、終了報告書が 1 件提出されたことが報告された。 

以上 


